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(a) 零出力伝達関数， フィードパック伝達関数は， 1 点炉近似，集中定数近似による簡単なモデルで、近似













(al 中性子束のゆらぎを(Îl2 Hz付近， (jﾎl1.5xI0-2--6xl0-2Hz. (iiÎllx10- 3 -- 1.5x10- 2 Hz の
周波数領域に分類して，それぞれの領域での雑音源が. (j)は制御棒振動， (ii)は燃料体の熱湾曲モード変
化による炉心構成要素の振動， (jjj)は炉心入口温度ゆらぎが主要因であると同定し得る。





















(3) I 常陽」で発生した， 50MWtから 75MWt 出力上昇実験中での再現性のない大きな反応度変化と，
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乙れに伴なう異常現象前後での 50MWt 時の出力係数の減少に対して，本実験では，異常現象の前後で
明らかな炉雑音特性の変化の検出に成功し，炉雑音解析法が異常検出・監視のために有効な手法である
乙とを示唆している。
以上のように本論文は，液体金属冷却高速増殖炉の設計及び運転管理における当面の主要課題に対して
その検討方法を提示してその有用性を確かめると共に，具体的な成果をも示しており，原子力工学の発展
に寄与すること大である。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める D
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